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いくら時代は

運動会のお弁

からあi剖こ、

それと、忘れ

飛んだり、跳

そのパワーの

ひとつのおに
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総
合
健
診
が
ま
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。

「
わ
た
し
は
、
い
た
っ
て
健
康
だ
か
ら
」
と

油
断
は
禁
物
。

言
っ
て
み
れ
ば
「
転
ば
ぬ
先
の

枝
（
つ
え
）
」
で
す
。

日
ご
ろ
酷
使
し
て
い
る
あ
な
た
の
大
切
な

の
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

総
合
健
診
で
　
『
健
康
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
』

あ
な
た
の
健
康
は
、

あ
な
た
と
家
族
み
ん
を
の
も
の
で
す

今
年
も
総
合
健
診
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
受
診
票
は
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
か
。
（
6
月
中
に
配
布
し
ま
す
）
昨
年
、

異
常
が
な
か
っ
た
か
ら
今
年
は
受
け
な

い
、
と
い
う
の
は
危
険
で
す
。
特
に
、

成
人
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
進

行
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
い
く
つ

か
の
病
気
を
あ
わ
せ
持
つ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
の
体
の
健
康
状
態
を
つ

か
む
こ
と
が
、
早
期
に
異
常
を
み
つ
け

だ
す
〝
カ
ギ
〟
と
い
え
ま
す
。

三
種
類
の
験
盈
・
検
診
で
、

英
語
を
チ
ェ
ッ
ク

遠
賀
町
の
総
合
健
診
で
は
、
基
本
健

康
診
盃
、
胸
部
X
線
検
査
、
胃
ガ
ン
検

診
の
三
つ
の
検
査
・
検
診
を
一
度
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
基
本
健
康
診

杏
で
は
、
血
液
や
尿
の
検
査
、
血
圧
測

定
な
ど
で
循
環
器
の
疾
患
や
肝
疾
患
な

ど
を
チ
ェ
ノ
ク
。
呼
吸
器
、
消
化
器
の

異
常
は
、
そ
れ
ぞ
れ
胸
部
X
線
検
査
と

胃
ガ
ン
検
診
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ます。

そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
の
料
金
と
対
象
者

は
次
の
通
り
で
す
。

●
基
本
健
康
診
査
＝
五
百
円

（
4
0
才
以
上
の
人
）

●
胸
部
X
線
検
査
＝
無
　
料

（
1
6
才
以
上
の
人
）

●
胃
ガ
ン
検
診
　
＝
五
百
円

（
5
0
才
以
上
の
希
望
さ
れ
る
人
）

※
胃
ガ
ン
検
診
は
午
前
の
み
で
、
一
回

の
検
診
の
定
員
は
約
五
十
人
で
す
。
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菓臆昨年の総合健診（基本健康診査）の結果からSS ��き係はま度 まな’すのこ すく皆の総の �ど線 

平成5年の総合健診（基本健康珍重）の受診者敏と ��○どさで合広 あのんご健報 な日が覧診紙 
健診で、何らかの異常が見られた人の割合（年代別グラフ） 

園は（受診者，　圏（受瞬， 呂蒜蒜結締40龍　i19・7車 ��たでおくのの のも住だ日4 都受まき程ペ 合けいい表I のろのoをジ よこ地縁誠に いと区合せ’ 日がに健てA �こ合 で健 も診 愛は けい らつ 

101人　50琵　　12可523人 39．6％ ��　「 をで問診い年 方までもは選 �れで まも す“ 

369人143・引　　60誌　　i31・3日52人 ��はす三準“ん ご）種借受で 特で類し診く 参すのて重だ 

－53人　70籠Lu204人 ��く○検い（さ だ健査ま受い さ康・す診。 い手塚）票持 

44．4％　　　　　　　　　　　　　　　　　37．3％ ��o帳診とはっ をがお当て お受全日く 蒔け（受る ちら千付も 

24人　　80歳以上　　43人 

41．79‘　　41．9％ 昨年の基本健康診杏で、何らかの異幣が認められたのは、女性が ��の　れ　円　に　の 

粟として出ています。＿の中には普段「自分は健康である」と惑じ ている人も少なくないと思われます。 また、高齢になるにしたがって異常が認められた人の割Aが増 �健診結果の 他人の「値 �の比較は参考にはなりません 

iさ えてきていることが分かります。 この基本健康診歪で認められる異削お循環器疾患・貧血・糖尿 � � � 

一人ひとり顔が違うように健診結果には、 
病・肝疾患が主なもの。あらゆる面から自分の体をチェックするた 
めにも、冒ガン検診・胸部X線検査の受診もお勧めします。 �「個人差」があります。それは、その人が 今まで生活してきた経過が「値」としてあ らわれるからです。 ですから、他人の値と比較して、一喜一 憂するのではなく、健康状態が良いと思わ れるときに健診を受け、その値をあなた自 身が健康な状態として知る必要があります。 仮に、正常値より「高い」とか「低い」 とかの異常な値の場合は、今までの生活習 慣や食生活が誤ってなかったかどうかを見 直す機会にもなります。 しかし、いろいろな検査項目の結果を総 合判断するのは専門の医師です。疑問な点 かあれば、医師に相談しましよう。今後の 健康な生活を送るためにも、進んで健診を 受けましょう。 

⑪　　⑲　⑨　　⑧　⑦　⑥⑤　④　③②　①　基 
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健
診
時
間
講
師
諾
器

※
こ
の
日
詫
表
は
左
の
線
よ
り
切
り
取
っ
て

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

検
診
前
日
・
当
日
は
、

次
の
こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ
い

音
前
日

○
夕
食
は
、
午
後
8
時
ま
で
に
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

○
前
日
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な

い
、
タ
バ
コ
も
な
る
べ
く
吸
わ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
前
夜
は
夜
ふ
か
し
を
せ
ず
、
十
分

に
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

獲
当
日

○
胃
ガ
ン
検
診
を
う
け
る
人
は
、
飲

食
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
飲
食

し
た
場
合
、
検
診
は
受
け
ら
れ
ま

せん）

○
基
本
健
康
診
杏
を
午
前
に
受
け
る

人
は
朝
食
を
、
午
後
に
受
診
す
る

人
は
昼
食
を
と
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
（
正
し
い
血
液
値
が
で
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

○
で
き
る
だ
け
着
脱
し
や
す
い
服
装

で
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
尿
検
査
が
あ
り
ま
す
。
検
査
直
前

に
排
尿
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
女
性
は
、
生
理
の
経
過
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
妊
娠
の
可
能
性
が

あ
る
と
き
は
、
Ⅹ
線
検
査
の
前
に

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
生
理
中
も
、
尿
検
査
で
潜
血

反
応
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

V
木
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－いっしょに考えてみませんか

わが国では、すでに人生80年の長寿の時代が到

来し、世界でも例を見ないスピードで人口の高齢

化が進んでいます。長い老後を充実したものにす

るには、心身の健康が基本であり、いかに健やか

に老いるかが、大切になると思われます。

人がi‘年をとる’’とは、どういうことなのでしょ

うか。年をとることで起こってくる身体や心の変

化は、病気ではなく、だれにでもおとずれる生理

的なものです。
‘‘老い’iを見つめながら、高齢者がいきいき、

のびのび、安心して暮らせる地域社会づくりにつ

いて、参加者の皆様といっしょに考えてみたいと

思います。どなたでも参加できます。

この講座は6回シリーズで開催されます。参加

希望の方は、6月17日（金）までに電話で申し込

んでください。

●申し込み　遼賀保健所保健予防課　保健指導係

℡093（201）4161、問い合わせも。

※会場は、いずれも遠賀保健所会議室。
受付は、牛後1時から1時15分まで、
講義時間は約2時間を予定しています。

ヽ

開聞
前後に動かしてみかく。　　　　　　　　にあて、細かく動かしてみかく。

●特徴＝操作が簡単なうえ清掃効果も高　●締敬二歯と歯肉の境目の連綿効果が高

いので、幼児から成人まで。　　　　　　　いので田内の弱い人に適してる。

適してる。

●注意点＝歯ブラシの

動きが大きくなると、

田や田内を傷つけや

すい。 ㊥●注意点＝歯ブラシの

動きが大きくなると、

歯や田内を傷つけや

すい。

上の位種から回転させながらみかく。　　直角にあて小さな円を描くように動かし

●福徳＝歯肉を傷つける

ことか少ないので歯肉

の健康な人に適してる。

●注意点＝操作が難し

く歯と田内の境目の汚

れが濡ちにくい。

てみかく。

●特設三田の表面のブ

シンクに適してる。

●注意点＝膳と歯の同

の汚れが濡ちにくい。

よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
歯
の
手
入
れ
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

一
生
を
通
し
て
、
自
分
の
歯
で
季
節
の
味
を
楽
し
め
る

な
っ
て
も
自
分
の

歯
を
一
一
十
本
は
残

そ
う
と
い
う
運
動

で
す
。
し
か
し
、

7
5
歳
以
上
の
人
の

歯
の
本
数
は
、
平

均
で
五
本
を
下

回
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

歯
を
失
う
主
な
原
因
は
、
む
し
歯
と

歯
槽
の
う
ろ
う
で
す
。
む
し
歯
は
、
若

い
こ
ろ
か
ら
一
生
に
わ
た
っ
て
、
歯
を

失
う
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

4
0
歳
以
降
は
、
歯
槽
の
う
ろ
う
が
原
因

で
歯
を
失
、
つ
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

特
に
、
5
0
歳
台
、
0
0
歳
台
で
は
、
歯
を

失
う
原
因
の
約
半
数
が
歯
槽
の
う
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
槽

の
う
ろ
う
の
原
因
と
な
る
「
歯
垢
」
（
口

の
中
に
い
る
細
菌
が
食
べ
か
す
の
糖
を

利
用
し
て
つ
く
る
細
菌
の
固
ま
り
）
　
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
も
て
い
ね
い
な
歯

磨
き
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

特
に
支
障
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
0
0
歳
に

で
す
か
。
こ
れ
は
、
約
二
十
本
の
歯
が
あ
れ
ば
食
生
活
に

歯
と
歯
ぐ
善
の
佳
康
の
た
め
に

て
い
ね
い
な
歯
磨
き
を

「
8
0
2
0
　
（
ハ
チ
マ
ル
二
イ
マ
ル
）
連
動
」
を
ご
存
じ



えっタヌキ！？
皆さん、このタヌキ、どこで撮影したと思われます

か？　なんと、役場の中庭で撮影したものなんです。
どこから入ってきたかは不明ですが、まさか役場の中
でタヌキを目撃するなんて驚きでした。しかし、撮影
目の5月14日以降、タヌキくんは、出没していません。

「やったね、ぼくの勝ちだ」おもわず笑顔がこぼれます

書き表m一重∴：∴ ����「高齢化社会」を地域で考える 別府区文化講演会 5月14日、別府公民館で文化講演会が行わ れ、約100人の区民が参加しました。 この日のテーマは、「高齢社会と地域活動 一あなたの老後はどうなるのか」で講師は、 教育・福祉・国際活動の分野で活躍されてい る藤本新二さん（小倉北区）かつとめました。 公民館長の森轄義さんは「別府区は60歳以 上の人が区民の約2割を占めています。私た ちもこれからの高齢化社会について真剣に考 えなければなりません」と話すとおり、参加 ‾‾動．、‾ �� 
∴七、∴一 �譜義諒＿1，18 
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けっして人＿とではない居能化社会郵 参加者の真剣な表情が印象的でした 二三：：三三三三葦 oよ動。、表の－の兄貴産二、 ���� �　　　／＿＿銀闇閏 一∴「－「 話i／、 
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が
参
加
。
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た

ル
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
そ
の
時
問
を
競
う
も
の

4
月
2
9
日
、
尾
崎
区
で
、
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

尾
崎
区
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ラ
リ
ー
大
会

な
ん
と
い
っ
て
も
魅
力
は
、
大
と
ん
で
ん
返
し

ラ
リ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
約
百
一

こ
れ
は
、
尾
崎
区
内
の
」
八

し
か
し
、

「
早
く
コ
ー
ル
す
る
た
け
し
や
駄
目
」

と
い
う
の
が
ミ
ソ
。

コ
ー
ス
に
設
け
ら
れ
た
四

つ
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト
で
は
、

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、

勝
て
ば
タ
イ
ム
の
サ
ー
ピ

民
館
長
の
橘
三
喜
夫
さ
ん
を
は
じ
め
区
の
役
員

さ
ん
た
ち
。
そ
の
皆
さ
ん
の
〟
イ
キ
〟
な
ア
イ
テ
ィ

ス、

負
け
れ
ば
ロ
ス
の
大
と
ん
で
ん
返
し
も
あ

リ
ま
す
。

こ
ん
な
楽
し
い
催
し
の
企
画
と
実
行
は
、

ア
に
、
参
加
者
も
満
足
し
た
よ
う
す
で
し
た
。

1寅公　のと七Lt型」‾ろ∴卜‘も氏‘∴∴1暮雪レ臆臆臆臆臆臆音容○○べ弟孝二鑑三⊥乏 



堪露
美しい花咲かせます

新町の坂口益私さん

新町の柳田IIi沿い（グl）－ンハイツ横）の

花壇に美しい花が咲き、近所の人たちの日を

楽しませています。
この花壇は、新町にお住まいの坂口益弘さ

んがつくったもので、30メートルほどの長さ

があります。
この場所は、もともと雑草が生い茂りゴミ

のポイ捨てが後を絶たなかったところ。それ

を見かねた坂口さんが花壇作りに乗り出しま

した。しかし、ここは、半年しか日が当たら

ないうえに風が強いという花作りには最悪の

条件の場所。一昨

年コスモスの種を

植えたそうですが

台風にやられ失
敗。そこで、今年

は地をはうような

花を構えてみたそ

うです。これが大

成功で、今ではシ
バサクラやクビア

ンなどが咲き乱れ

ています。

最近は、坂口さんが花壇の手入れをしてい

るときに「きれいですね」「ありがとう」と

声をかけてくれたり、肥料を分けてくれたり

する人も少なくないとか。
「花壇の手入れをしているときに後ろの川

に落ちてしまったこともあるぐらい、ここ

は、危ない場所でもあります。条件はけっし

て良くありません。しかし、せっかくやりか

けたことですから。やれるだけのことはやっ

てみます。どこまで花が育ってくれるか、今、

挑戦中というところでしょうか」と坂口さ

ん。78歳。チャレンジ粕神は、若い人にも負

けません。

今年の目玉は猿まわし〝午前と午後2回の公演は
押すな押すなの大盛況郵

猿まわしに人気集申
子どもまつり

5月は子どもの風が吹く－すっかり、

5月の名物行事になった遠賀町春まつり（子

ともまつり）が、快晴の5月8日、総合運動

公園とコミュニティー・センターを舞台に行

われました。

昨年までは、福祉まつりと共催だったこと

もあり、「今年は入場者が減るのではないか容

といった開催前のIi〉配は、どこふく風。今年

も、町内の多くの団体の協力をいただいた会

場の催し場は、どこも大にぎわいでした。

螺 ��筆写〈＼／‾霊誌諷蠍 ／墨騒／＼／‾※まア＼ ／／撃藻綱 「 二g璽里害毒 
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右見て左見てそして右見て
交通宴会みんなの頓い

5月13日、浅木小学校で行われた交通安全教室。2時間目の授業

には1　2年生が参加し折尾警察署の婦警さん2人から横断歩道の

正しい渡り方などの指導を受けました。お話を聞くだけではすく忘

れてしまいそうなことも映画「鉄腕アトムの交通安全」でlトンナノ

復習。婦警さんの「ねえ、みんな。横断歩道を渡るときなぜ手を上

げるかわかる」の質問に「車の運転手からわたしたちがよく見える

ようにだと思います」と正しい答えが返っていました。



クルーたちの力強い掛け声は夏の訪れを

つけているかのよう－第41回九州朝日レ

ガッタが5月21日、22日、遠賀川漕艇場で

開催されました。この大会が終わると、こ

の町にも暑い夏がやってきます。

スポーツの結 �架 

●　● 

妬 ��� 

強捷韻難2閲を達成　　　　蕊　＼注 ��� 
Zi　　重要 町長と教育委員長の始球式でプレーボール。今 �　　　　　急、／ 一元瀞　　　－ �� 

年で12回目を迎えた、公民館対抗軟式野球大会が �嵩高鰹〝　一円短 

二三㌧「：三∴：「∴　∴．草∴∴　∴∵∴∴ 
の中で、決勝まで勝ち残ったのは、鬼津区と東和 苑区。結果は4対2で鬼津区が勝ち、昨年に引き �∴千　∴：一一一 � 

「「　　　　： 
続に連覇を達成しました。　　　　　　夢一　腰㌣im工あぜ鱒 　　　　　　　　　　　　　　　＿：∴∴○○－ 

態選　　　　　言＿／頚嗣懸／ 
溺語間易発話国書露盤華嬰慧堅 醗甲甲追撃、－　　　握るこぶしに汗が“キラヅ 

臆遠賀町少年空手道大会 
∴∴ 　　　　　「エィ、ヤア」子ともたちの元気いっぱいの声 　　　　　　が、遠賀町民体育館に響きわたります。－4 

一一一一（Yi～二二二三三や幸二一　　／．．）高一簿ン高二。点、　　　　　　　　　月24日に行われた遠賀町少年空手道大会には、遠 

∴∴∴∴∴∴∴∴　「∴∴∴∴∴∴∴∴ 
‾ニ　　　　　　　大会の結果（町内分・敬称略） 

三菱褒章」遭え霊宝＝荘誉寧二三一㌧三‾‘‾‾　　／＿。）つ＿山　　　　　喜小学1・2年生の部▽優勝＝永田和馬▽三位＝井上達也 
、グ　ーやあおギグら芳命ヌリ薮宗諦ング　　　音小学3・4年生の部▽優勝＝赤星昇 

危い参考命象隙涙含が呑窪まする　　○中学生の部▽優勝＝楠本吉崇▽準優勝＝八岩正浩 

れ合が「声てまチ日義上兼讃÷・盛 かをし“いものしiに畠豊田臨瀬田田園田園 　∴‾／／読轟罵室 ��� 

この北九州地区予選の優勝旗を手にするだけでも 
立派　島Plリトルシャークスの実力は確かなもの 

〆



∴：∴．一〇〇〇〇i“ ��� �　t▲ ∠」1，．＿白話℡ ���高書888臆888臆臆臆臆臆臆臆臆臆 

平成5年7月・大分 壁画国壷ニ ��県耶 ∴ 一丁∴∴ ∴∴∴ �馬漂 一、∴ 市 �域区家訓道 端量韓 「：：；「 ：∴∴ ∴：：∴ 険谷の帯 �������十一 蛮黍 千言 町 内 の �筒が 鵠冨捕 縄轟 あ対地域の りすす まるベ す危り �������l I t �害な行国風雨 に6つ方各とが相 対月て不地、お次 縄 にるるし陸錬 士致死たし的 砂字音oたな 災と・全合憲 ���������i 閣 〃 �l l 

轟 ▲平成5年8月 �・庭 �室饗 プ 児島 ���������ほ と ん ど を 平 野 部 が 占 め 

区　地高’る　○　険’ 

・〇・　　　・〇　　　　　　し　重懐　が踏め　構災　　し　レ　危　め　上　と　引 
かふ斜だ斜ば らだ画し面ら 聞んにたのぽ こ間色途ら えき裂中と る慣がか中 れ生ら石 なじのが いたわ落 音きち ���が斜井陥地地 け面戸没画す 崩かのやにベ ねら水陸ひり 水が起び が満が割 ふっ語れ きためが 出らで しれき �������≡：；；；：三 

が　磐　た　たた　号○筆端差　招　結警 斜　満た　　　　　常、水ほののの土　Loた ��������������������������∴∴黛 

面　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備寅’う　経た　心砂　　ま　テ　ら　始以　ほ　が 

（非常時の連絡は役場℡293－1234か119番へ） 

※※ 讃鶉紫 連子遺す一・ �芙 蓉 �中 央 �広波 ��善 業 �松 �木 守 �旧 傭 �東 町 �新 町 �遠 �老 良 �東 �浅 木 �西 町 �上 �虫 �A 古 �別府 ��田田 園園 �尾 崎 �鬼 津 �若 松 �島 津 � ��A 「7 � 

道 �広 波 ��ノ �����賀 ��和 ���別 �生 ��千 �別 府 ������分 ��度 確 認 �急 避 難 場 �あ な た の 

∴三 ���官 ��ム 亡ミ �本 �����川 ��苑 ���府 �津 �賀 �代 丸 ��南北 
A ������������������������� � 芙 蓉 公 民 館 �中 央 区 公 民 館 �遺 骨 集 ∠ゝ 云 所 �広 渡 公 民 館 �若 葉 ＿∠＿、 口 公 民 館 �松 ノ 本 公 民 館 �木 守 公 民 館 �旧 停 公 民 館 �東 町 公 民 館 �新 町 公 民 館 �遼 賀 川 公 民 館 �老 良 公 民 館 �東 和 苑 公 民 館 �浅 木 公 民 館 �西 町 公 民 館 �上 別 府 公 民 館 �虫 生 津 公 民 館 �古 賀 公 民 館 �千 代 丸 公 民 館 �別 府 公 民 館 �ナ日 華 ンミ クエ iニ �尾 崎 公 民 館 �鬼 津 公 民 館 �若 松 公 民 館 �島 津 公 民 館 � �避 難 場 所 

翫鶏 ∴ ����������������������������く だ さ ��地 区 の 
遠 �遼 �遠 ��若 �遠 �遠 �老 �東 �遠 �遼 �遼 �遥 �遼 �西 �遼 �遥 �遼 �遼 �別 �尾 �尾 �町 �町 �町 民 体 育 館 � 
賀 南 中 学 �賀 中 �賀 中 ��葉 台 ノ：ヽ �賀 中 学 �賀 南 中 �人 憩 �町 公 �賀 中 学 �賀 中 �賀 南 中 学 �賀 南 中 �賀 南 中 学 �町 公 �賀 南 中 学 �賀 南 中 �賀 中 学 �賀 中 �府 公 �崎 公 �崎 公 �民 体 �民 体 い所 

つ‘‾ し水　－し ��学 �学 ��重く 民 ��学 �の �民 ��学 ��学 ��民 ��学 ��学 �民 �民 �民 �育 �育 

た、時た �校 �校 �校 ��館 �校 �校 �家 �館 �校 �校 �校 �校 �校 �館 �校 �校 �校 �校 �館 �館 �館 �館 �館 
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俳
句
（
道
真
俳
女
句
会
抄
）

池
田
　
幸
利
運

午
後
か
ら
の
雨
に
桜
の
散
り
に
け
り

川
上
　
久
夫

観
音
の
お
は
す
水
源
さ
く
ら
咲
く

末
永
キ
ミ
枝

百
九
十
六
段
を
来
て
春
惜
し
む

小
野
多
恵
子

春
雨
や
小
さ
な
村
へ
繋
ぐ
橋玉

野
　
信
彦

み
た
ら
し
の
手
拭
う
し
ろ
に
百
千
鳥

加
藤
　
栄
子

短
歌
（
お
ん
が
姓
歌
会
縁
葺
）

河
中
　
指
喜
選

幼
子
と
交
わ
す
玩
具
の
糸
電
話

座
り
な
お
し
て
つ
ぎ
の
言
葉
ま
つ

久
野
き
よ
の

「
脅
守
な
の
ネ
」
と
ひ
と
言
の
み
を

メ
ッ
セ
ー
ジ

送
り
て
子
へ
の
電
話
を
切
り
ぬ

中
野
す
え
の

時
と
し
て
心
淋
し
く
い
寝
し
夜
は

黄
泉
国
の
母
と
電
話
し
て
い
る

一
日
　
房
子

母
親
を
施
設
へ
入
る
る
と
迷
い
い
る

姉
は
泣
き
つ
つ
電
話
し
て
来
る

伊
藤
ア
キ
コ

電
話
口
友
を
待
つ
間
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は

共
に
歌
い
し
埴
生
の
宿
な
り

藤
沢
　
国
子
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商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

6
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
町
内
の
商
店
を
訪
問
し
ま
す

通
商
産
業
省
で
は
、
平
成
6
年
7
月

1
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
　
（
卸
売

業
・
小
売
業
）
　
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
全
国
の
卸
売
業
・
小
売
業
を

営
む
事
業
所
　
（
商
店
）
　
を
対
象
と
し
、

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
が
商
業
の
育
成
や
流
通

機
構
の
近
代
化
な
ど
を
進
め
て
い
く
う

え
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
個
々
の
商
店
が
経
営
指
針
を

作
る
際
に
も
役
立
ち
ま
す
。

福
岡
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
商
業

統
計
調
査
貝
が
6
月
下
旬
か
ら
町
内
の

各
商
店
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
お
渡
し

し
ま
す
。
後
日
、
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
必
要
事
項
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

ょ
り
厳
密
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
作

成
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
、
正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ

さい。
●
問
い
合
わ
せ
　
産
業
課
農
政
商
工
係

英
会
話
初
級
教
室
を
開
催
し
ま
す

申
し
込
み
は
、
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室
へ

町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
学
校
を
卒

業
し
て
長
い
時
間
の
経
っ
た
人
」
、
「
ま

だ
英
語
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
」
な
ど

を
対
象
に
、
英
会
話
初
級
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
学
習
は
、
日
本
語
を
交
え
て

進
め
ま
す
。

●
と
き
　
1
月
1
4
日
か
ら
来
年
1
月
2
6

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
午
前
9
時

か
ら
1
0
時
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
会

議
室

●
申
し
込
み
　
6
月
1
0
日
か
ら
申
し
込

み
開
始
。
参
加
希
望
者
は
、
町
中
央

公
民
館
事
務
室
へ
。
（
先
着
二
十
五

人
ま
で
）
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5
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▽　●　　　▽　　　▽　▽　　　▽　● 

と　準　自　愛類韻　と　時　と　消 �����消 防 設 備 � 
き　借（付’験　こ） ����き　防 ��け て み ま せ ん か 

諸　口　期　乙の　ろ　　　　設 
7　習）同種種　　　　8　倍 
月会端律義 23　61 日 土　日第第大（ 

（　（71学　旦 
25　　　　月　額　類 �����の �消 
日　　　　　　（　　　午 �����工 �防 設 備 士 試 験 重 義毒 
6　　2も　管∴鶉 �����事 や 整 備 に 携 わ る 人 の 資 格 

● ▽▽▽▽ 三：三三十三：三： 

三∴∴： 
）雷　撃　午 　　i l 26　類4　校　後 �����で 

す � 

町の緋備肘”勿

謡㌔語る

町の個性と魅力が表現され明る
く親しみやすい「シンボルマー
ク」を募集しています。

あなたは「遠賀町」と聞いて、
まず何を思い浮かべますか。
一目見て「遠賀町って、こんな町

なんだ」と、わかるような「遠賀
らしさにあふれている」－そ
んな作品をお待ちしています。
●応募方法　ハガキまたは85版

の用紙を使用し、色彩は自由。
1枚につき1点で、一人何点で
も応募できます。

●応募締切り　6月15日（水）
●応募先　遠賀町後潟企画課

ヽ

あ
な
た
の
垂
を
分
け
て
く
だ
さ
い

献
血
車
が
ま
い
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
2
1
日
　
（
火
）
、
午
前
9

時
5
0
分
～
午
後
4
時
（
正
午
～
午
後

1
時
ま
で
は
昼
食
の
た
め
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
役
場
玄
関
前

●
献
血
の
種
類
　
二
〇
〇
此
・
四
〇

〇
諏

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
係

※
前
回
　
（
3
月
1
6
日
）
　
に
実
施
し
た
献

血
に
は
、
百
五
人
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
割
引
割
引
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
1
6
日
　
（
木
）
、
午
後
1

時
1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
4
年
1
0
月
～
1
2
月
生
ま

れ
　
（
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
診
表
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
内
科
医
・
歯
科

医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
に
よ
る
保

健
指
導

一
乳
児
相
戦
が
あ
。
ま
す

●
と
き
　
6
月
2
8
日
　
（
火
）
、
午
前
9

時
0
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
対
象
　
生
後
1
か
月
～
1
2
か
月
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
離
乳
食
指
導
と

試
食
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

県
内
の
施
設
を
親
子
で
見
学

県
政
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ア
イ
『
夏
休
み
親
子
教
書
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

県
広
報
課
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
県
内

の
施
設
に
親
子
で
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
た
め
県
政
レ
デ
ィ
ー
ス
ア
イ
　
『
夏

休
み
親
子
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
韓
・
見
学
施
設
・
〔
発
着
場
所
〕

▽
8
月
2
日
　
（
水
）
＝
朝
倉
町
の
水
産

海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
・
内
水
面
研
究

所
、
甘
木
市
の
あ
ま
ぎ
水
の
文
化
村

〔
北
九
州
市
小
倉
発
着
〕

▽
8
月
5
日
　
（
金
）
＝
久
留
米
市
の
青

少
年
科
学
館
、
田
主
丸
町
の
緑
化
セ

ン
タ
ー
〔
福
岡
市
天
神
発
着
〕

●
応
募
資
格
　
小
学
生
と
保
護
者
　
（
県

内
在
住
者
で
保
護
者
の
内
一
人
は
成

人
女
性
で
あ
る
こ
と
）

●
募
集
人
員
　
各
回
四
十
五
人
程
度

●
参
加
費
用
　
無
料
（
昼
食
付
き
）

●
応
募
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希

望
す
る
日
を
記
入
し
て
申
し
込
み
。

（
ハ
ガ
キ
一
枚
で
三
人
ま
で
）

●
応
募
締
切
り
　
1
月
4
日
　
（
月
）

当
日
必
着

●
応
募
先
“
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
広

報
課
公
聴
係
〔
〒
舵
福
岡
市
博
多
区

束
公
園
七
－
七
、
℡
0
9
2
　
（
6
5

1
）
　
1
1
1
1
代
表
〕

看
護
職
員
再
就
職
移
動
相
談
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

働
く
形
態
に
あ
わ
せ
て
豊
富
を
求
人
デ
ー
タ
を
用
憲

福
岡
県
と
看
護
協
会
で
は
、
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
を
さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
求
人
求
職
情
報
や
最
新
の
医

療
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う
再

就
業
移
動
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

保
健
婦
　
（
士
）
、
助
産
婦
、
看
護
婦

（
士
）
、
准
看
護
婦
　
（
士
）
　
の
資
格
を

お
持
ち
で
現
在
看
護
の
現
場
を
離
れ
て

い
る
人
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
非
常
勤
、
パ
ー
ト
、

正
職
員
と
働
く
形
態
に
あ
わ
せ
て
た
く

さ
ん
の
求
人
デ
ー
タ
を
用
意
し
て
い
ま

す。●
会
楊
・
日
時

▽
小
倉
北
保
健
所
＝
1
月
2
2
日
（
金
）
、

午
前
1
0
時
－
午
後
4
時

▽
八
幡
西
保
健
所
＝
8
月
1
9
日
（
金
）
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
看
護
協
会

℡
0
9
2
　
（
1
1
4
）
　
5
2
0
3

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
1
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紐
塞
薄
潔
灘
醸
縄
認
艦
擬
態
蓮

田
園

総
面
積
二
十
二
・
一
四
両
　
『
水
と
繰
言
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

態
琵
誰
彊
彊
講
区
に
も
、

…
∴
∴
す
　
で
きこ

の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
「
お
ん
が
」
を
経

略
乗
ノ
　
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

継
ぎ
昔
は
子
と
も
た
ち
の

幾
∵
絶
好
の
遊
び
場

1　　　、

：1

東
町
区
は
虫
生
津
区
の
南
に
あ
り
、

鞍
手
町
と
接
す
る
地
区
で
す
。
こ
の
地

区
は
、
昭
和
1
0
年
ご
ろ
ま
で
は
、
小
高

い
山
で
し
た
。
鞍
手
町
と
の
境
界
を
流

れ
る
白
水
川
も
、
そ
の
名
の
通
り
澄
ん

だ
水
が
流
れ
、
馬
入
れ
場
　
（
馬
の
足
を

洗
う
と
こ
ろ
）
　
で
あ
る
と
同
時
に
子
ど

も
た
ち
の
絶
好
の
遊
び
場
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
区
長
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、

こ
の
山
や
川
で
よ
く
遊
ん
だ
も
ん
で

す
。
山
で
は
ミ
ソ
ン
チ
ョ
　
（
木
の
実
）

取
り
、
川
で
は
水
遊
び
や
ホ
タ
ル
取
り

な
ん
か
を
し
ま
し
た
ね
、
え
」
と
な
つ
か

し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

昔
は
よ
く
こ
の
川
で
ホ
タ
ル
取
り
を
し
ま
し

た
と
区
長
さ
ん
　
（
後
ろ
は
芙
蓉
区
）

炭
鉱
と
と
も
に

地
区
の
歴
史
は
刻
ま
れ
た

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
こ
の
地
区
が
、

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
昭
和
9
年
、
鞍

手
抗
で
採
鉱
が
始
ま
り
、
そ
の
従
業
員

の
社
宅
建
築
の
た
め
山
が
切
り
開
か
れ

た
の
で
す
。
従
業
員
の
数
は
多
い
と
き

に
は
約
千
人
に
ま
で
拡
大
。
社
宅
の
ほ

と
ん
ど
が
、
現
在
の
東
町
と
西
町
に
あ

り
ま
し
た
。
当
時
は
、
二
つ
の
地
区
の

間
に
中
町
と
呼
ば
れ
る
地
区
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
炭
鉱
全
盛
期
に
は
、
こ
の

地
区
の
近
く
に
は
、
映
画
館
や
劇
場
な

ど
も
あ
り
、
活
気
に
あ
ふ
れ
と
て
も
に

ぎ
や
か
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
東
町
区

は
、
炭
鉱
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
地
区
と
い
え
ま
す
。

炭
鉱
閉
山
か
ら
今
日
ま
で

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
波
に

押
さ
れ
昭
和
3
7
年
、
こ
の
地
区
を
発
展

さ
せ
つ
づ
け
で
き
た
鞍
手
抗
は
遂
に
閉

山
。
し
だ
い
に
地
区
の
活
気
が
失
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
口
は
減
り
、

し
か
も
若
い
人
た
ち
が
町
外
に
移
住
し
、

地
区
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
6
5
歳
以
上
の
人
が
、
地
区

の
人
口
の
約
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
炭
鉱
住
宅
も
建
築
か
ら
お
よ
そ

五
十
年
が
過
ぎ
、
老
朽
化
が
進
ん
で
き

ま
し
た
。
昔
の
社
宅
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
道
幅
も
狭
く
、
ひ
と
た
び
火
災
な

ど
が
お
こ
れ
ば
、
被
害
は
深
刻
な
も
の

と
な
る
こ
と
は
必
至
。

緑
に
覆
わ
れ
た
小
高
い
山
か
ら
、
活

気
に
あ
ふ
れ
る
炭
鉱
従
業
員
社
宅
の
地

区
へ
、
そ
し
て
炭
鉱
の
閉
山
と
と
も
に

高
齢
化
の
進
む
、
住
環
境
整
備
の
遅
れ

た
地
区
へ
の
変
貌
。
地
区
の
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
ま
さ
に
激
動
の
歴
史
と
言

え
ま
す
。

区
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
た

住
環
境
整
備
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

そ
し
て
、
今
、
こ
の
地
区
に
ま
た
、

大
き
な
変
化
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
東
町
住
宅
地
区
改
良
事
業
で
す
。

平
成
2
年
に
、
住
環
境
整
備
の
話
が
持

ち
上
が
り
、
昨
年
度
よ
う
や
く
、
住
宅

の
建
築
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
中

に
は
真
新
し
い
住
宅
三
棟
が
完
成
し
ま

す
。
地
区
の
中
に
は
、
こ
の
事
業
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
人
も
多
く
、
「
こ
の

事
業
が
完
了
す
れ
ば
、
北
九
州
市
に
住

ん
で
い
る
子
ど
も
や
孫
が
返
っ
て
く
る

ん
で
す
」
と
喜
ん
で
く
れ
る
人
や
毎
日

建
築
現
場
を
眺
め
て
は
「
今
日
は
、
こ

こ
ま
で
進
み
ま
し
た
よ
」
と
区
長
さ
ん

に
笑
顔
で
報
告
し
て
く
る
人
も
い
る
と

か
。
区
長
さ
ん
は
「
そ
ん
な
声
を
聞
く

と
嬉
し
く
な
り
ま
す
ね
。
な
ん
と
か
住

環
境
整
備
を
実
現
し
た
い
と
い
う
一
心

で
、
何
度
も
話
し
合
い
や
視
察
な
ど
を

行
い
、
頑
張
っ
て
き
た
か
い
が
あ
り
ま

し
た
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

人
口
三
百
人
足
ら
ず
、
そ
し
て
高
齢

化
の
進
む
地
区
ゆ
え
に
、
区
民
体
育
祭

な
ど
の
大
き
な
行
事
は
行
え
ま
せ
ん

が
、
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
二
人
一
組
に

な
り
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
声

を
掛
け
る
「
愛
の
一
声
運
動
」
、
婦
人
会
、

子
ど
も
会
な
ど
も
参
加
し
、
区
民
の
親

睦
を
深
め
て
い
る
「
敬
老
会
」
な
ど
、

人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
の
地

区
の
自
慢
。
こ
れ
か
ら
の
発
展
が
楽
し

み
な
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。

園
田
園
固

ま
ち
の
わ
た
い
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た

坂
口
さ
ん
。
こ
の
記
事
は
、
あ
る
方
か
ら
か

か
っ
て
き
た
取
材
依
頼
の
電
話
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
坂
口
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
花
壇
の

近
く
に
店
を
出
し
て
い
る
そ
の
方
は
　
「
い
つ

も
花
壇
の
花
を
見
る
た
び
に
、
心
が
な
ご
む

ん
で
す
。
本
当
に
嬉
し
く
つ
て
電
話
し
ま
し

た
」
と
の
こ
と
。
「
住
民
参
加
の
広
報
紙
。

町
の
皆
さ
ん
と
す
て
き
な
キ
ヤ
ノ
チ
ポ
ー
ル

が
で
き
る
よ
う
な
広
報
紙
」
を
と
思
っ
て
い

る
私
に
と
っ
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
電
話

で
し
た
。
そ
の
方
の
お
か
げ
で
、
ま
た
一
人

「
こ
の
町
を
愛
し
て
い
る
人
」
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
な
る
と
、
知
り
た
か
り
、
欲
張
り
な

私
は
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
人
と
お
話
を

し
て
み
た
い
。
と
い
う
気
持
ち
が
ふ
く
ら
ん

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
遠
賀
を
離
れ
て
遠
く

で
活
躍
し
て
い
る
方
に
「
故
郷
へ
の
思
い
」

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
く
企
画
な
ど
も
あ
っ

た
ら
楽
し
い
か
な
。
・
　
・
・
そ
ん
な
話

が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
広
報
担
当
者
に
な
っ

て
二
年
目
の
第
言
下
も
や
っ
と
最
後
の
原
稿

（
編
集
後
記
）
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

こ
の
わ
た
し
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
一
冊
は

「
あ
り
が
と
う
」
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
一

冊
に
な
り
ま
し
た
。
（
英
）


